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前年同期比 ＋38.4%

保険料等収入

基礎利益

4兆1,089億円
（うち保険料 3兆5,675億円再保険収入5,413億円）

3,577億円

新契約年換算保険料

保有年換算保険料

2,531億円

4兆6,942億円

⚫日本生命、ニッセイ・ウェルス生命の一時払商品の
販売増を主因に増収

前年同期比 +38.0%

前年同期比 +42.9%

個
人
保
険
・
個
人
年
金
保
険

国
内
生
命
保
険

グ
ル
ー
プ

前年度末比 +2.2%

⚫新型コロナウイルス感染症に係る給付金支払の
減少等による危険差益の増加を主因に増益

⚫日本生命、ニッセイ・ウェルス生命の一時払商品の
販売増を主因に増収

⚫ニッセイ・ウェルス生命の増加を主因に前年度末比
で増加
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2023年度業績見通し

増収・増益
グ
ル
ー
プ

⚫保険料等収入は、一時払商品の販売増を主因
に増収

⚫基礎利益は、新型コロナウイルス感染症に係る
給付金支払の減少等を主因に増益

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

① 決算のポイント

業績見通し１



2023年

4-9月
前年同期比

基礎利益 3,577 ＋38.0%

利差益 1,307 ▲33.0%

保険関係損益 2,162 ＋218.9%

日本生命 3,396 ＋27.0%

大樹生命 71 ▲17.5%

ニッセイ・ウェルス生命 120 *

はなさく生命 ▲119 ＋0.6%

MLC 60 *

2,592
3,577

22年/4-9月 23年/4-9月

基礎利益

29,686

41,089

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入 （単位：億円） （単位：億円）

+38.0％＋38.4％

※  合計値は連結保険料等収入（日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、
ニッセイプラス少額短期保険、MLC Limited（以下、MLC）、米国日生を対象に算出）

※ 合計値は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、海外生命保険子会社・関連会社
および国内外のアセットマネジメント事業子会社・関連会社の税引前純利益に、持分比率、金利変動要因の除外、
一部の内部取引の調整等を行い算出

※ 利差益および保険関係損益は国内生命保険の合計

※ 子会社の数値は、対象年度当時の持分比率に基づいて算出

※ MLCの数値は、当年度・前年度ともに新会計基準適用数値

＊ 当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可。括弧内数値は前年同期比の増減額を記載

保険料

35,675

再保険収入

5,413
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グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

② 保険料等収入・基礎利益

業績見通し１

（+133億円）

（+85億円）

2023年

4-9月
前年同期比

保険料等収入 41,089 ＋38.4%

保険料 35,675 ＋25.6%

再保険収入 5,413 ＋320.4%

日本生命 26,043 ＋17.5%

大樹生命 4,051 ▲2.0%

ニッセイ・ウェルス生命 9,564 ＋350.1%

はなさく生命 143 ＋45.6%

MLC 1,067 ＋9.7%



（単位：億円）
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（単位：億円）

※ 合計値は連結保険料等収入（日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、ニッセイプラス少額短期保険、MLC、米国日生を対象に算出）

・終身保険の販売増等 ＋3,787億円

・外貨建平準払商品および団体年金の保有契約の減少 ▲53億円

・MLC ＋93億円

・医療保険等の販売増 ＋44億円

・外貨建および円建一時払商品の販売増 ＋3,118億円
・再保険収入の増加 +4,032億円

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

③ 保険料等収入

業績見通し１



（単位：億円）
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（単位：億円）

※ 合計値は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、海外生命保険子会社・関連会社および国内外のアセットマネジメント事業子会社・
関連会社の税引前純利益に、持分比率、金利変動要因の除外、一部の内部取引調整等を行い算出

※ 【会社名称】 ニッセイアセット：ニッセイアセットマネジメント、NAMインディア：ニッポンライフ・インディア・アセットマネジメント
※ MLCの数値は、当年度・前年度ともに新会計基準適用数値

・危険差益の増加（標準責任準備金の積立負担の減少等） +161億円

・危険差益の増加（新型コロナウイルス感染症関連の支払の減少等） +24億円
・費差損の拡大（事業費等の支出増等） ▲23億円

・NAMインディア +25億円
・TCW +7億円
・ニッセイアセット ▲4億円・利差損の拡大（ヘッジコストの増加等） ▲115億円

・危険差益の増加（新型コロナウイルス感染症関連の支払の減少等） +115億円

・危険差益の増加（新型コロナウイルス感染症関連の支払の減少等） +1,259億円
・利差益の減少（ヘッジコストの増加等） ▲474億円

・MLC +85億円

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

④ 基礎利益

業績見通し１



◼ ソルベンシー・マージン比率・実質純資産は、

金利上昇に伴い、前年度末比で減少。

◼ 経済価値ベースのソルベンシー比率(ESR*)

は23年9月末時点で約240%(概算)

＜参考＞23年3月末時点 244% 

* リスク量に対する資本の十分性を示す健全性指標。

当社の内部モデルにて算出。
（単位：億円）
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有価証券含み損益

※ 有価証券含み損益は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、
海外生命保険子会社、その他連結対象子会社を対象に算出

※ 23年9月末・22年度末ともに、MLCの数値は新会計基準適用数値

※ 23年9月末・22年度末ともに、MLCの数値は新会計基準適用数値

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

⑤ 健全性

業績見通し１

183,361

217,751
202,129

173,261 168,201

100,063

127,352
110,425

80,118 81,010

19年 20年 21年 22年 23年/9月末

実質純資産

1,047.5% 1,075.0% 1,120.3% 1,073.2% 1,034.9%

19年 20年 21年 22年 23年/9月末

ソルベンシー・マージン比率



◼ 経常利益は、前年同期比で増加。

◼ 中間純剰余は、前年同期比で増加。

貸借対照表損益計算書
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（単位：億円）（単位：億円）

◼ 総資産・負債は、前年度末比で増加。

◼ 純資産は、前年度末比で増加。

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

⑥ 損益計算書・貸借対照表

１ 業績見通し

2023年

4-9月
前年同期比

経常収益 60,565 ＋21.3%

保険料等収入 41,089 ＋38.4%

資産運用収益 18,162 ▲4.4%

経常費用 59,105 ＋20.1%

保険金等支払金 30,615 ＋12.7%

資産運用費用 6,513 ▲14.1%

事業費 3,938 ＋5.0%

経常利益 1,459 ＋104.6%

特別損益 ▲286 ▲8.3%

中間純剰余（利益） 1,015 ＋132.4%

2023年

9月末
前年度末比

総資産 923,679 ＋5.4%

うち有価証券 763,039 ＋5.5%

うち貸付金 88,864 ＋2.9%

うち有形固定資産 18,640 ＋0.3%

負債 846,143 ＋4.9%

うち保険契約準備金 732,332 ＋2.4%

うち責任準備金 717,626 ＋2.3%

うち価格変動準備金 17,069 ＋1.3%

純資産 77,535 ＋11.4%



28,530

39,803

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入（国内計）

◼ 営業職員チャネルの増加、および金融機関窓

販チャネルの増加を主因に増収。

8
※ 日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、

ニッセイプラス少額短期保険の合計値
※ 当年度から、「銀行窓販チャネル」を「金融機関窓販チャネル」に変更

（単位：億円）

＋39.5％

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

① 保険料等収入

2 業績見通し

2023年

4-9月
前年同期比

保険料等収入（国内計） 39,803 ＋39.5%

うち個人保険・個人年金保険 27,232 ＋38.9%

営業職員チャネル 16,838 ＋22.6%

代理店チャネル 2,792 ＋14.6%

金融機関窓販チャネル 7,601 ＋121.0%

うち団体保険 1,482 ＋2.1%

うち団体年金保険 5,660 ▲7.5%
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（単位：億円、万件）個人保険・個人年金保険

◼ 個人保険・個人年金保険における新契約の年換算保険料・保障額等は増加、件数は減少。

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

② 新契約

2 業績見通し

年換算保険料 件数 保障額等

2023年

4-9月
前年同期比

2023年

4-9月
前年同期比

2023年

4-9月
前年同期比

国内計 2,531 ＋42.9% 201 ▲16.2% 40,239 ＋7.6%

営業職員チャネル 937 ＋14.3% 177 ▲20.6% 21,488 ▲11.5%

代理店チャネル 381 ＋12.9% 13 ＋17.4% 10,217 ＋13.0%

金融機関窓販チャネル 1,207 ＋97.8% 9 ＋100.0% 8,389 ＋110.0%

日本生命 1,226 ＋15.8% 178 ▲20.0% 24,514 ▲9.3%

大樹生命 183 ＋13.7% 7 ＋6.6% 3,802 ＋4.4%

ニッセイ・ウェルス生命 1,063 ＋111.0% 6 ＋130.0% 6,519 ＋138.8%

はなさく生命 57 ＋23.9% 9 ＋26.7% 5,403 ＋35.3%

*

＊海外含みの新契約年換算保険料は約2,570億円（概算）



（単位：億円、万件）
年換算保険料 件数 保障額等

2023年

9月末
前年度末比

2023年

9月末
前年度末比

2023年

9月末
前年度末比

国内計 46,942 ＋2.2% 3,836 ＋0.0% 1,701,071 ▲0.7%

日本生命 37,460 ＋0.1% 3,489 ▲0.3% 1,468,280 ▲1.6%

大樹生命 5,140 ＋1.5% 252 ▲0.9% 163,379 ▲1.2%

ニッセイ・ウェルス生命 4,052 ＋26.0% 47 ＋12.8% 47,774 ＋20.7%

はなさく生命 289 ＋18.5% 47 ＋19.4% 21,636 ＋27.6%
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◼ 個人保険・個人年金保険の保有契約は、年換算保険料は増加、件数は横ばい、保障額等は減少。

◼ 団体保険は横ばい、団体年金保険は増加。

個人保険・個人年金保険

団体保険・団体年金保険

※ 団体保険・団体年金保険の国内計は、日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命の合計値
団体年金保険の国内計には、ニッセイアセットマネジメントの投資顧問残高（39,009億円）、確定拠出年金の投資信託（日本生命販社分8,953億円）を含む

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

③ 保有契約

2 業績見通し

2023年

9月末
前年度末比

2023年

9月末
前年度末比

国内計 1,087,270 ＋0.1% 194,959 ＋4.7%

日本生命 977,589 ＋0.3% 140,347 ▲0.4%

大樹生命 109,681 ▲0.9% 6,636 ＋0.3%

団体保険
（保障額等）

団体年金保険
（受託資産等）

＊海外含みの保有年換算保険料は約4.92兆円（概算）

*



2022年度
2023年度

見通し
2022年度

2023年度

見通し

グループ計 63,735 4,794

(MLC除き) (61,651) (4,726)

日本生命 46,479 増加 4,988 増加

大樹生命 8,848 減少 173 減少

ニッセイ・ウェルス生命 5,705 増加 ▲ 294 増加

はなさく生命 222 増加 ▲ 246 減少

MLC*1 1,840 － 75 －

増加*2 増加*2

保険料等収入 基礎利益

◼ 2023年度は、グループ計で前年度から
増収・増益を見込む。

⁃ 保険料等収入は、一時払商品の販売増
を主因に増収。

⁃ 基礎利益は、新型コロナウイルス感染症
に係る給付金支払の減少等による
危険差益の増加を主因に増益。
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*1 豪州において、2023年度よりIFRS第17号に準拠した新会計基準に変更。2022年度実績は
旧会計基準ベース

*2 MLC除きの2022年度実績および2023年度見通しに基づく増減

※保険料等収入のグループ計は、連結保険料等収入（日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、
はなさく生命、ニッセイプラス少額短期保険、MLC、米国日生を対象に算出）

※基礎利益のグループ計は、日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、
海外生命保険子会社・関連会社および国内外のアセットマネジメント事業子会社・関連会社の
税引前純利益に、持分比率、金利変動要因の除外、一部の内部取引調整等を行い算出

※MLCの保険料等収入は収入保険料。基礎利益は税引前利益に持分比率、金利変動要因等の
除外を行い算出（現地通貨ベース）

（単位：億円、百万豪ドル）

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

① 2023年度 業績見通し

業績見通し3

（約70,000） （約6,000）



7.9 8.3 8.3 
8.7 

20年度末 21年度末 22年度末 2023年

9月末

6,128
8,515

4,794 3,577

20年度 21年度 22年度 2023年

9月末

1,447
1,467

1,480 1,484

20年度末 21年度末 22年度末 2023年

9月末

4.50 4.56 4.59 

4.69 

20年度末 21年度末 22年度末 2023年

9月末

お客様数（国内グループ） 保有年換算保険料（国内グループ）

基礎利益（グループ） 自己資本（グループ）

(万名) (兆円)

(兆円)(億円)

※2022年度より適用された基礎利益の計算方法に基づいて算出

◼保有年換算保険料・基礎利益は、数量目標に対し着実に進捗している一方、
お客様数は目標達成に向けもう一段の取組が必要。

◼自己資本は対前年増加も、新型コロナウイルス感染症に係る給付金支払いの影響を受け、
当初想定よりは下振れしている一方、リスク削減の取組等により、健全性は着実に向上。
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グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

【参考】中期経営計画（2021-2023）における数量目標の進捗状況

業績見通し3

目標値：1,490万名

目標値：4.55兆円

目標値：安定的に6,000億円 目標値：9.0兆円

年度末見込み
（6,000）

※ 23年9月末・22年度末ともに、MLCの数値は新会計基準適用数値



【参考】
グループ各社の概況
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2,674
3,396

22年/4-9月 23年/4-9月

基礎利益

◼ 日本生命単体は、前年同期比で増収・増益。

◼ 保険料等収入は、 営業職員チャネルの円貨建

終身保険の販売増を主因に増収。

◼ 基礎利益は、ヘッジコスト増加等により利差益

が減少となった一方、新型コロナウイルス感染症

に係る給付金支払の減少等による危険差益の

増加を主因に増益。
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+27.0％

（単位：億円）

+17.5％

国内生命保険事業グループ概況

【参考】 日本生命（単体）：収支

業績見通し

22,171
26,043

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入

2023年

4-9月
前年同期比

基礎利益 3,396 ＋27.0%

利差益 1,328 ▲26.3%

費差益 192 ▲24.8%

危険差益 1,875 ＋204.3%

【参考】グループ各社の概況
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資産運用収支（一般勘定）

マーケット状況

（単位：億円）

（単位：％） （単位：円） （単位：円）（単位：pt）

◼ 資産運用収支は、前年同期比で減少。

◼ 資産運用収益は、有価証券売却益の

減少を主因に減少。

◼ 資産運用費用は、金融派生商品費用

が増加となった一方、有価証券売却損の

減少を主因に減少。

（単位：％）

※ 当年度から一部の会計処理を大樹生命との統一を目的に変更しており、
前年同期比については遡及修正後の数値を記載

国内生命保険事業グループ概況

【参考】 日本生命（単体）：資産運用

業績見通し

2023年

4-9月
前年同期比

資産運用収益 11,332 ▲2,244

うち利息及び配当金等収入 7,902 ▲100

うち有価証券売却益 2,214 ▲2,540

うち為替差益 1,139 ＋386

資産運用費用 4,296 ▲682

うち有価証券売却損 2,364 ▲1,867

うち有価証券評価損 18 ▲30

うち金融派生商品費用 1,307 ＋1,223

資産運用収支 7,035 ▲1,561

【参考】グループ各社の概況



66,889 72,743 78,041 79,173 83,694

19年 20年 21年 22年 23年/9月末

自己資本

◼ ソルベンシー・マージン比率は、

金利上昇の影響により、前年度末比で減少。

◼ 有価証券の含み益は、国内株価の上昇に

より、前年度末比で増加。

16

有価証券 含み損益

（単位：億円）

（単位：億円）

※ 市場価格のない株式等および組合等は除いて算出

国内生命保険事業グループ概況

【参考】 日本生命（単体）：健全性

業績見通し

2023年

9月末
前年度末比

有価証券 85,116 ＋4,362

公社債 ▲ 8,288 ▲ 15,801

国内株式 73,007 ＋16,852

外国証券 20,879 ＋3,625

その他 ▲ 482 ▲ 314

979.2% 1,007.5% 1,059.7% 1,019.9% 1,000.4%

19年 20年 21年 22年 23年/9月末

ソルベンシー・マージン比率

【参考】グループ各社の概況



※ 新規6月目継続率とは、新規契約かつ月払の6月目継続率
※ 合計13総合継続率とは、新規および転換契約の合計で、月払・年払・一時払のすべての保険料の支払い方法を含んだ13月目継続率
※ 2023年9月末の「新規6月目継続率」の対象は、2022年9月から2023年2月までの新規契約
※ 前年度末の「新規6月目継続率」の対象は、2021年9月から2022年8月までの新規契約
※ 前年同期末の「新規6月目継続率」の対象は、2021年9月から2022年2月までの新規契約
※ 2023年9月末の「合計13総合継続率」の対象は、2022年1月から6月までの新規および転換契約
※ 前年度末の「合計13総合継続率」の対象は、2021年1月から12月までの新規および転換契約
※ 前年同期末の「合計13総合継続率」の対象は、2021年1月から6月までの新規および転換契約

17

国内生命保険事業グループ概況

【参考】 日本生命（単体）：継続率・代理店数・営業職員数

業績見通し 【参考】グループ各社の概況

（ご参考）

2023年

9月末
前年度末比 前年同期比 前年度末 前年同期末

97.5% ▲ 0.4pt ▲ 0.2pt 97.9% 97.7% 

95.9% - ＋ 0.1pt 95.9% 95.8% 

代理店（単位：店） 19,094 ＋ 61 ＋ 255 19,033 18,839 

うち金融機関 298 ＋ 1 ＋ 3 297 295 

48,936 ▲ 1,345 ▲ 2,606 50,281 51,542 

新規6月目継続率

合計13総合継続率

営業職員（単位：名）



102

84

22年/4-9月 23年/4-9月

基礎利益

◼ 前年同期比で減収・減益。

◼ 保険料等収入は、外貨建平準払商品および

団体年金の保有契約の減少等により減収。

◼ 基礎利益は、新型コロナウイルス感染症

関連の支払減により危険差益が増加した

一方、ヘッジコスト増加による利差損の

拡大等により減益。

18

（単位：億円）

※ 単体の数値を記載

▲2.0％

▲17.5％

【参考】 大樹生命

国内生命保険事業グループ概況 業績見通し

4,136 4,051

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入

【参考】グループ各社の概況



▲ 12

120

22年/4-9月 23年/4-9月

基礎利益

◼ 前年同期比で増収・増益。

◼ 保険料等収入は、外貨建・円建一時払商品の

販売増および再保険収入増加を主因に増収。

◼ 基礎利益は、標準責任準備金の積立負担減少

による危険差益の増加により増益。

19
※ 単体の数値を記載
＊当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可

（単位：億円）

+350.1％

増益＊

【参考】 ニッセイ・ウェルス生命

国内生命保険事業グループ概況 業績見通し

2,124

9,564

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入

【参考】グループ各社の概況



▲ 119 ▲ 119

22年/4-9月 23年/4-9月
基礎利益

20
※ 単体の数値を記載

◼ 前年同期比で増収・増益。

◼ 保険料等収入は、医療保険等の販売増を

主因に増収。

◼ 基礎利益は、事業拡大による事業費等の

支出増により費差損が拡大となった一方、

新型コロナウイルス感染症関連の支払減に

よる危険差益の増加を主因に増益。

+0.6％

+45.6％

（単位：億円）

【参考】 はなさく生命

国内生命保険事業グループ概況 業績見通し

98

143

22年/4-9月 23年/4-9月

保険料等収入

【参考】グループ各社の概況



▲ 36

82

22年/1-6月 23年/1-6月

基礎利益

884 913

22年/1-6月 23年/1-6月

収入保険料

※ 単体の数値を記載
※ 第2四半期決算では1-6月期を連結反映
※ 収入保険料は、日本会計基準に基づいた実収ベース（旧会計基準）で表示
＊当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可

（単位：百万豪ドル）

2023-2863G，広報部

＋3.3%

増益＊

21

◼ 対22年1-6月で増収・増益。

◼ 収入保険料は、保険料の引き上げおよび

販売量増加を主因に増収。

◼ 基礎利益は、団体保険領域における

収支改善を主因に増益。

【参考】 MLC

国内生命保険事業グループ概況 業績見通し 【参考】グループ各社の概況


